
̶ベンガル湾諸国と日本との包括的経済協力関係の構築へ向けて̶

「第 3回 BIMSTEC 国際会議 IN東京」

日時：2007 年 12月 3 日（月）　　会場：日本財団ビル 2階大会議室

プログラム

09:30－10:00　開会挨拶

　　 Arjun Asrani（元駐日インド大使,日印フォーラム会長）-インド

　　　羽生次郎（笹川平和財団副会長）(tbc)

　
10:00－11:25　パネル 1：

BIMSTEC と日本との経済協力と責務－グローバル化とアジア経済統合の中で

司会：畠山襄（財団法人国際経済交流財団会長、元経済産業省審議官）

報告：Mia Mikic（国連アジア太平洋経済社会委員会貿易・投資部）-タイ
“As and Asian Regionalism: Implications for BIMSTEC-Japan Cooperation”
John Gilbert（ユタ州立大学経済学部准教授）-アメリカ

“USA – Trade and Poverty Linkages based on GTAP Modelling”

討論：Wisarn Pupphavesa（タイ開発調査研究所）-タイ

      Saman Kelegama（政策研究所専務理事）-スリランカ

11:35－12:30　パネル 2：

BIMSTEC 諸国の経済協力－現状と将来像

司会：津守滋（東洋英和女学院大学国際社会学部教授，元駐ミャンマー大使）

報告：Dalad Kaewbaidhoon（BIMSTECセンター所長） -タイ
“Views of BIMSTEC Working Group (BMG), an inter-governmental body, working as 
BIMSTEC Secretariat in Bangkok”

討論：小島眞（拓殖大学国際学部教授）

12:30－13:30　休憩

共催：

　国際関係・開発研究センター（CSIRD）
　社団法人アジアフォーラム・ジャパン （AFJ）

後援：

　笹川平和財団 （SPF）



13:30－14:55　パネル 3：

BIMSTEC-日本 FTA の可能性

司会：Douglas Brooks（アジア開発銀行研究所主任研究員）-アメリカ

報告：Anna Strutt（ワイカト大学経営学大学院教授）-ニュージーランド
“BIMSTEC-Japan FTA: Findings of CGE Modelling”

　　　江橋正彦（明治学院大学国際学部教授）

　　　Nilanjan Banik（財政金融戦略研究所）-インド
“India’s Services-led Growth: Opportunities for BIMSTEC-Japan Cooperation”

討論：Suthiphand Chirathivat（チュラロンコン大学経済研究所／国際経済センター所長）-タイ

　　　Rajeev Kumar（インド通商産業省副長官）-インド(tbc)

15:05－16:25　パネル 4：

BIMSTEC と日本との投資協力

司会：Biswa N Bhattacharyay（アジア開発銀行研究所総裁特別顧問）-フィリピン

報告：Prabir De（国際関係開発研究センター）-インド
“Infrastructure Development in BIMSTEC: Future Need and Opportunities”

　　　　（ほか日本から 1名-未定）

討論：西沢利郎（国際協力銀行開発金融研究所次長）

16.30－17.30　総括パネル：

BIMSTEC と日本との包括的経済協力－今後のヴィジョンと課題－

司会：B S Malik（国際関係開発研究センター）-インド

討論：Abdur Rob Khan（バングラデシュ国際戦略研究所）-バングラデシュ

　　　　Saman Kelegama（政策研究所）-スリランカ
　　　　Myan Thein　（経済研究所）-ミャンマー
　　　　Wisarn Pupphavesa（タイ開発調査研究所）-タイ

17:30－17：45 閉会挨拶

　　　＊尚、参加者等、プログラムの内容に一部変更が生じる可能性がありますこと、
　　　　あらかじめご了承ください。



＜BIMSTEC 構成組織＞

【インド】 国際関係開発研究センター（CSIRD）www.csird.org.in
【バングラデシュ】バングラデシュ国際戦略研究所（BIISS）www.biiss.org
【タイ】タイ開発調査研究所（TDRI）www.tdri.or.th
【ミャンマー】経済研究所（IE）
【スリランカ】開発研究センター（IPS）www.ips.lk

【インド】国際関係開発研究センター Centre for Studies in International

Relations and Development [CSIRD]、カルカッタ：代表組織

国際関係開発研究センター(CSIRD)は民間分野からの資金援助を得て新たに設立され

た非政府、非営利の組織。国際経済分野、開発協力分野に関する政策研究を重視して

いる。また、CSIRD はアジア諸国間との効果的な学術的対話を促進するためのフォー

ラム構想も持っている。

【バングラデシュ】バングラデシュ国際戦略研究所 Bangladesh Institute of

International and strategic Studies [BIISS]、ダッカ：連携組織

バングラデシュ国際戦略研究所(BIISS)は 1978 年にバングラデシュ政府の資金援助の

下に設立された国際問題、外交政策、戦略、開発に関する諸問題を取り扱う研究機関

である。主要な国際問題および戦略を先進的な分析観点から理解するための研究を実

施、追及することを目的としており、定期的に政府機関、非政府機関の両者の向けに

独自の調査プロジェクトを実施している。

【タイ】タイ開発調査研究所 Thailand Development Research Institute [TDRI]、

バンコク：連携組織

タイ開発調査研究所(TDRI)は、政府機関、非政府機関の両者に向けた独自の調査およ

び政策を重視した活動を実施している。また、ASEAN の国際問題および戦略問題、イ

ンドと中国、APEC、GMS、BIMSTEC に関する書籍、研究論文、政策案等を発表してい

る。

【ミャンマー】経済研究所 Institute of Economics [IE]、ヤンゴン：連携組織

経済研究所(IE)は、ミャンマー政府の資金援助および行政的な支援のもとに設立され

た調査研究所であり、国際的問題および戦略的問題などの分野における政策関連の調

査研究を実施している。ミャンマー政府に対して外交問題、外交政策に関して独自の

助言を提供している。

【スリランカ】政策研究所 Institute of Policy Studies [IPS]、コロンボ：連携組

織

政策研究所(IPS)は、スリランカの中でも秀でた非政府・非営利の研究機関の一つと

して精力的な政策研究調査活動を行っている。IPS は、コロンボにある複数の国際的

組織の為のアドバイス役を務めており、またスリランカ政府のための政策研究も実施

している。


